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■ 東 山 公 園 の 整 備 と 動 物 園 ・ 植 物 園 の 建 設

都 市 計 画 と し て 名 古 屋 の 公 園 網 が 決 定 さ れ た 際 、 市 東 部 丘 陵 地

帯 に 森 林 公 園 の 整 備 が 計 画 さ れ た 。 計 画 の 実 現 の た め 、 名 古 屋 市

で は 財 政 難 の な か 公 園 用 地 ・ 施 設 建 設 費 を 捻 出 す べ く 、 当 時 の 市

長 ・ 大 岩 勇 夫 が 先 頭 に 立 っ て 地 元 地 主 の 寄 附 集 め に 奔 走 。 公 園 用

地 の ほ と ん ど を 地 元 地 主 か ら 無 償 提 供 を 受 け る こ と が で き た 。

昭 和 1 0年 1月 、 東 山 公 園 の 建 設 に 着 手 。 同 年 4月 、 東 山 公 園 の 開

園 。 続 い て 、 園 内 の 目 玉 施 設 と し て 動 物 園 ・ 植 物 園 の 建 設 に 着 手 。

動 物 園 は ド イ ツ の ハ ー ゲ ン ベ ッ ク 動 物 園 を 模 範 に 「 世 界 に 誇 る に 足

る 大 動 物 園 の 実 現 を 図 る 」

も の 。

植 物 園 に は 「 東 洋 一 」 の

大 温 室 を 建 設 。 東 邦 ガ ス か

ら の 寄 附 金 が 充 て ら れ た 。

同 時 に 名 古 屋 市 で は 、 来

園 者 の 輸 送 の た め 公 園 前

ま で 市 電 路 線 の 延 長 も 進

め 、 昭 和 1 2年 2月 、 東 山 公 園

ま で 市 電 の 運 転 が 開 始 。 同

年 3 月 、 東 山 公 園 内 に 動 物

園 ・ 植 物 園 が 開 園 し た 。

■ 国 際 ホ テ ル （ 名 古 屋 観 光 ホ テ ル ） の 建 設

名 古 屋 が 国 際 的 大 都 市 に な る に は 、 外 国 人 の 観 光 宿

泊 に 適 し た 洋 式 （ 「 近 代 式 」 ） ホ テ ル が 必 要 で あ り 、 名 古

屋 財 界 で も か ね て か ら 懸 案 に な っ て い た 。 当 時 、 政 府 は

「 外 客 誘 致 」 を 推 進 し て お り 、 名 古 屋 観 光 ホ テ ル の 建 設

は 国 策 に 沿 う も の で も あ っ た 。 こ の た め 、 政 府 が 名 古 屋

市 債 を 買 入 れ る な ど 国 の 支 援 も あ っ た 。

土 地 ・ 建 物 は 名 古 屋 市 で 用 意 し 、 名 古 屋 財 界 の 肝 煎 り

で 「 株 式 会 社 名 古 屋 観 光 ホ テ ル 」 を 設 立 し て 経 営 し た 。

同 社 に は 名 古 屋 市 か ら も 出 資 し て い る 。 同 社 の 代 表 者

は 名 古 屋 財 界 の 有 力 者 で 「 政 商 」 と も 呼 ば れ た 青 木 鎌

太 郎 （ 愛 知 時 計 電 機 株 式 会 社 の 社 長 、 の ち に 名 古 屋 商

工 会 議 所 会 頭 を 務 め た ） 。 青 木 は 名 古 屋 市 長 の 大 岩 勇 夫 と 親 し く 、 名 古 屋 汎 太 平 洋 平 和 博 覧

会 の 協 賛 活 動 な ど 市 政 に 積 極 的 に 協 力 し た 。 昭 和 1 1年 12月 に 名 古 屋 の 広 小 路 通 に 開 業 し た 。

近代名古屋の発展と海外との関わり Ⅱ 街づくりと名古屋の国際化(５)

名古屋観光ホテル 出典：『名古屋観光ホテル五十年史』

植物園

出典：『大名古屋十六景』、愛知県図書館蔵 東山動物園鳥瞰図と観覧券

出典：『新修名古屋市史』第６巻

名古屋観光ホテル

出典：『名古屋観光ホテル五十年史』


